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What “Gengokatsudô-no-jûjitsu (enhancement of language activities)”
Means: Reviewing the Japanese Education Ministry Guidelines 2008



























In providing educational activities, each school should create specifically tailored educational
activities by making use of originality and ingenuity, in order to foster in pupils a zest for life. In
doing so, each school should be committed to enhancing its instruction to enable pupils to solidly
acquire basic and fundamental knowledge and skills, to foster the ability to think, to make decisions,
to express themselves and other abilities that are necessary to solve problems by using acquired
knowledge and skills, to cultivate an attitude of proactive learning and to develop pupils’
individuality. In working toward these goals, each school should enhance its pupils’ language
activities, giving consideration to the developmental stages of the pupils, and in cooperation with




















































































































































































































したばかりの小林英夫であった。小林は、《Cours de linguistique générale》の翻訳に続き、
この原書の編纂者の一人で、ジュネーヴ大学におけるソシュールの後任を務めたシャル





















































































































































※３ cf. http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo 3/004/giji_list/index.htm
（閲覧日２０１３．１．３１）
※４ cf. http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/036/old_index.htm （閲覧日※３に同じ。）
※５ 筆者自身も、「国語」が近代国民国家を支える「制度（ないし装置）」であると同時に、国民の統
合という近代国家の理念を象徴し、かつ民間に普及するための「物語」でもあるということ自体は、
そのことをどう評価するか（俗に言う「右」と「左」のどちらの立場で語るか）という問題とは関
係なく、一つの否定し得ない事実であると考えている。これについては安田（２００６）（特に４３‐５６頁）
を参照。
※６ 例えば、時枝誠記の名著と言われる『国語学原論』（１９４１年刊）の冒頭近くには、次のような主
張が述べられている―「…明治以後の国語学者は、外部より与えられた理論と方法とを絶対的なも
の、普遍妥当的なものと考え、自らの力によって対象と取組む勇気を次第に失ってしまった。外来
の規範に対する余りにも謙虚な態度によって、却って国語の現実を直視し、これに忠実であること
を忘れてしまったのである。かくして国語学と言語学との間に極めて変則的な関係が成立し、言語
学は国語学を外部より推進する処の指導原理であるかの如き観念を強く生み付けてしまったのであ
る。（…中略…）今日国語学の立脚地を全面的に批判し、これを確乎たる地盤に据える為には、先
ず次の如き段階を踏まねばならないと思うのである（後略）」（岩波文庫版（上）、２４頁）。
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